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1主 題設定の理由

今 日、我 が国 は、科 学技術 の進歩 と経済 の発展 によ って、高度情報化、国際化 、高齢 化等 が

急 速 に進 み、価値観 の多様化を もた らして いる。 また、高 い進学率 を背景 に、高等学 校 は、 多

様 な特性 や進路希望 などを もっ生徒 を受 け入 れる教育機関 とな ってい る。

このよ うな変 化 に対応 して、 よ りた くま しく生 きてい く力 や人間性豊 かに生 きて い く力 を育

成す るため に、学校教育 の改善 ・充実 を図 ることはきわめて大切 な ことであ る。

しか し、その なかで、学校教育 がやや もす ると画一 的で旧態依然 と して、社 会の要請 に応 え

て いない とい う批判 がある。特 に高等学校教育 に対 して こうした強い指摘 があ る。

このよ うな状況 の中で、将来 の我 が国及 び世界 を担 う世代 を どのよ うに育み成長 させ るかは、

ま さに国民的課題 であ る。学校 に は、 このよ うな内外 の社 会の動 きに主 体的 に対応 して、来 た

るべ き時代 にふ さわ しい教育 の在 り方 を構想 し具現 化 して い くことが要請 されて い る。 こ こ数

年来 、 さまざまな改革 のたあの提 案が行 なわれ、それ らを踏 まえて学校教育法施行規 則や高 等

学校設 置基準 な どの一部 改正が行われた。 この ことによ り従来 にな い タイプの高等学 校を設 置

す ることが可能 にな った。他県 にお いて も、第三の学科 である総合学科高等学校 や全 日制単 位

制 高等学校 な どを設 置 しつっ あるのは、新 しい教育 の姿 を求 める努力 のあ らわれの一っである。

こ うした流 れを踏 まえて、本年度 の教育経営部会 では、 これか らの高等学校教育 のあ るべ き

姿を求 めて、 さまざまな角度 か ら検討 を重 ねて きた。 その結果、研究主題 を 「社 会 の変化 と多

様 な生徒 に対 応す る高等学校教育 の推進」 とす ることに した。 さらに、議論 を深 める過程 で、

平成元年 に行われ た学習指導要領改訂 のね らいであ る 「これか らの社 会の変化 とそれに伴 う生

徒 の生活 や意識 の変容 に配慮 しつっ、生 涯学 習の基礎 を培 うとい う観 点 に立 ち、21世 紀 を 目指

し社 会の変化 に 自ら対応 で きる心豊 かな人間の育成 を図 る」を踏 まえ、東京都 におけ る全 日制

総合学 科高等学校 を取 り上 げ研究を行 った。特 に本部 会で は、平成8年4月 に開校 予定 の都 立

晴海地 区総合学科高等学校(仮 称)に 次 ぐ、第二、第三 の全 日制課程 におけ る総合 学科高等 学

校 の教育課程 の試 案を策定す る とともに、予想 され る課題等 にっ いて具体 的に検討 した。

研究 の前提 と して、対象 とな る全 日制総合学科高等学校 の学校規模 な どの基本 的輪郭 は次 の

通 りと した。

①1学 年相 当 を6学 級、計18学 級規模 とす る。

② 無学年 ・単位制 によ る教育課程編成 を行 う。

③ 学校週5日 制完全実施 に対 応 した教育課程 の編成 を行 う。

④ 前期 ・後期 の二期制 を採 用す る。

⑤1時 限50分 で1日6～8時 限授 業を原則 とす る。

⑥ 人間 としての在 り方生 き方を重視 した進路 ガイダ ンスを充実 させ る。

⑦ 入学年度 を基礎 と したホームルーム活動 を行 う。

⑧ 体験的 な学 習 ・ボ ランテ ィア活動を充実 させ る。

⑨ 入学者選抜 の方法 は、学力検査 と推薦 の二本立て とす る。

⑩ 学校教育 の イ ンテ リジェン ト化 を図 る。
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ll総 合学科の理念と教育課程編成の基本方針

1.総 合学科高等学校 開設 の背景

21世 紀 に向 けたわが国の社 会 は、高度情報化 、国際化 、高齢 化の進展 などを背景 に、急速 か

つ大 き く変貌 しよ うとして いる。

現在 、社会 の変化 に ともな い生徒 の意識 も変化 し、多様化 して いる。 しか し、学校 には、 多

様化 した生徒 の特性 や進路希望等 、地域 ・保護者 の要望 な どに対 して十分 な対応 がな され て い

ない現 状が あ る。 また、教育課程 の編成が画一 的で、生 徒や保護者 の要望 や実態 に沿 った もの

にな って いない とい う批判 があ る。

中学 校 におけ る偏差値偏重 の進路 指導 は高等学校 への不 本意 入学を生み、 中途退学 者を増 大

させ る一因 とな って きた。 また、高 等学校 にお ける、画一 的な教育や大学受験競争 の激化 は、

生徒 の 目的意識 や学習意欲 の低下 を生みだ し、生 徒が問題 行動 には しる要因 に もな って きた。

また、現在 の高等学校 で は、入学後 の転 入学 が容 易で はな く、単位制 の考え方 が十 分 に生 か さ

れて いない現実 があ る。

これ らの改善 のたあに は、基 本的 には社会 にお ける学歴偏重の考 え方 を是正 して い くことが

必要 で ある。言 い換 えれば、生 涯 にわ たって どの ような知識、技術 や資格 を身 に付 け、 どの よ

うに して豊か な人 間性 を養 って きたか などの個人の生涯 にわ たる学習歴 が正 し く評 価 され る よ

うな、学習歴社会 を創 りだす必要があ る。

この たあ、学校教育 にお いて は、生涯 にわ たる人間形成の基礎 を培 うたあ、基礎 的 ・基 本 的

な内容 の指導 を徹底 し、個 性を生 かす教育の充実や 自己教育力の育成 を図 ることが期待 され て

い る。 その場合 、学力 を単 なる知識 や技能の量の問題 と して と らえるのではな く、生徒 が 自 ら

考 え主 体的 に判 断 し行 動す るために必要 な資質や能力 などの総合力 として とらえ るこ とが重要

であ る。 また、生涯学 習社 会 と密接 な関連を有す るボ ランテ ィア活動 は、個人 の 自由意思 に基

づ き、技能 や時 間等 を進 んで提供 し社会 に貢献す る もので あ り、豊か で活力 あ る社会 を築 き、

生涯学 習社会 の形成 を進 め る上 で重要 な役割 を持 つ。 したが って、学校教育 にお いて は、 生徒

の ボラ ンテ ィア精神 な どを培 うための体験的 な活動の機会を設 けるなど、教育 活動全体 を通 じ

て積極 的 な指導 を行 うことが重要で ある。

また、人生80年 時代 を迎 え、今 日の よ うに技術革新の進展等 に伴 い産業 ・就 業構造 が大 き く

変 化 して い る時代 にあ って は、将来の進路 にっ いて の明 白な展望 を見定 め ることが難 しい な ど

の理 由か ら、若者 の職 業の選択 にっ いて も先送 りされ る傾向が 目立 って きた と言 われて い る。

また、 あま ぐる しく変 化す る現代社 会 にお いて は、産業構造の変化等 に伴 い、従来 には見 られ

なか った新 しい職業分 野が生 じて きてお り、大学等 の高等教育機関 において も学 部 ・学科 等 の

改編が進 め られてい る。

こ うした状況 の もとにあ って は、中学校卒業時 に、生徒が将来 の進路 につ いて明確 な見 通 し

を持 たない ことを、 自己の進路 に対す る意識が希薄 であると して一概 に否定 的に と らえ るの で

はな く、 む しろ、高等 学校 にお ける様 々な学習や活動を通 して 自己の能力 や適性 を見 いだ して

いこ うとす る積極 的な契機 と して と らえ る こと も必要で ある。

このよ うな ことを背 景 と して、文部省 は、平成5年3月 に、総合学科 の高等学校 を設置 で き
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るよ う高等学校設 置基準 の一部 を改正 した。

2.総 合学科 のね らいと東京 都の総合学科高 等学校

現行 の学科制度 で は、普通科 は進学、職業学科 は就職 とい う受 け とめ方 を されが ちで あ り、

特 に、職業高校 にお いて は、高校卒業時の進 路を高校入学 時に決 め るとい う傾 向が ある。

このよ うな ことが、不本意入学や中途退学 者の増加 の一 因 とな ってい るといえ る。 この よ う

な現状 を踏 まえ、普通教育 と専門教育 とを統 合 して、多様 な選択科 目を設 置 し、生徒 がよ り柔

軟 に、弾力 的 に、科 目を選択す ることがで き、高校 入学後3か 年 間で、 自己の特性 に合 った進

路 を実現 す ることを容易 にす る総合学科高等学校を設 置す ることが必要 で あると考 え る。

とりわ け、政治 ・経済 の中心 として社会の変化の著 しい東京で は、その特性を生 か した総 合

学科高等学 校を設置す ることが大切 である。 その際、生 徒や地域の実態 に即 した個性 的で特 色

のあ る教 育活動を積極 的に推進す る とともに、教育内容 ・方法の改善 ・充実 を図 り、主 体性 ・

独 自性を十分 に発揮 し、生徒 がそれぞれの個性 に応 じた多様 な教科 ・科 目を選択す るシステ ム

の充 実を図 る ことが重要 であ る。特 に、東京都 では、生徒の多様 な進路希望 に応 え るたあ に、

大学 等の上級学校へ の進学希望者 に対応 で きる教育課程編成 に も配慮す る必要 があ る。

国際化、情報化、 ソフ ト化 の進展 の中で、 日本 の首都 である東京 には、観光 や貿 易 ・通 関業

務 、不動産 の取引 などが大 きな産業 と して存在す るとともに、企業 の研究開発部 門やサ ー ビス

部 門が集中 して い る。学校教育 には、それ らに係 わ るよ り専門的 な学習 が求 あ られて いる。

3.教 育課程編成 の基本方針 と留 意点

総 合学科高等学校設 置のね らいの一 っに、生徒一人一人 の個性 を生 か した主体 的 な学習 を保

障 し推進す ることがあげ られ る。 このため、東京都 におけ る総合学科高等学校 では、以下 、(1)

～(12)の 方策 に基 づ いて、多様 で弾力 的な単位制 によ る教育課程 を編成 す るとと もに、教育

内容 ・方法 や評価 の改善 を図 る必要があ る。

(1)履 修 の指針 と して、複数 の 「総合選択科 目群」(系 列)を 設 ける。

(2)基 礎 的 ・基本 的 な科 目を重視す るとともに、生徒 の多様 な興 味 ・関心 などに応 じて、専

門的 、体 系的な学 習 も可能 となるよ うに配慮 す る。また、生 徒の個性 を生か した主体 的 な選

択 を通 して、実践 的 ・体験的 な学習がで きるよ うにす るため、多様 な 自由選択科 目を開 設 す

る。

(3)系 列 に普通科 目、専門科 目を数多 く開設 し、有機 的に組 み合 わせた編成 とす る。

(4)生 徒の 目的意 識や進路意識を育む ため、主体的な科 目選択 や将来 の職業選択 のための ガ

イ ダンスを充実 し、選択す る過程 その ものの持っ教育 的効 果を重視 す る。

(5)生 徒 の特性 に応 じた、 テ ィームテ ィーチ ングや少人数 に よる授業 、習熟度 に応 じた授 業

など多様 な形 態の授業を実施す る。

(6)弾 力的な教育 課程 の編成 ・実施の ため、各学期 ごとに講座 を開講 した り、特 に必要 が あ

る場合 には、特定 の期間 に集中的 に授業を行 うな ど履修形 態を多様 な もの にす る。

(7)地 域社 会で活 躍 して いる社会人や大学等 の教員 な どを市民講 師 と して積極的に活用す る。

(8)学 校 間連携 による履修や専 修学校 での学 習の成果 を単位認定す る。

(9)技 能審 査の成 果を単 位認 定す る。

(10)普 通教育 に関す る教科 ・科 目の必履修単位数 は35単 位 とす る。
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(11)専 門に関す る教科 ・科 目を30単 位以上 開設 す る8

(12)「 産業社会 と人 間」「情報 に関す る基礎 的科 目」「課題研究」 は、原 則 と して す べ て の

生徒 が、卒業 まで に各2～4単 位履修す る。

4.特 別活動 の基本方針 と留意点

特別活動 の 目的 は、望 ま しい集 団活動 を通 して、心身 の調和 の とれ た発達 と、個性 の伸 長 を

図 り、集団 の一員 と して よ りよい生活 を築 こうとす る自主 的、実践的 な態度を育て るとともに、

人間 としての在 り方生 き方 にっいて 自覚 を深 あ、 自己を生 かす能力を養 うことにあ る。特 に、

総 合学科 の高 等学校で は、教育課程 が単位制 によ って編成 され るため、 ホー ムル ームと学 習 集

団が一致 しな くなる。 したが って、特別活動 に支障 が生 じな いよ うに、異年齢集 団 との交 流 の

メ リ ッ トを積 極 的 に活 用 す る と と もに 、次 の(1)～(4)に 基 づ き、 特 別 活 動 を充 実 す る 。

(1)ホ ームル ーム活動 は、入学年度 を基礎 として行 う。

(2)ボ ランテ ィア活動 を積極的 に行 う。

(3)学 校行事 と教科 ・科 目の体験的 な学習 との有機的 な連携 を図 る。

(4)生 徒会活動 、部活動 など、生徒 の自主 的な活動 を促進 す る。

5.入 学者選抜 、科 目の履修 ・修得 、卒業 の認定

(1)入 学者選抜 の方法

・学 力検 査 は、学力試験 や調査書等 によって行 う。

・推 薦 による選抜 は、面接 、作文、調査書 によ って行 う。

(2)学 期

・前期 ・後期 の二期制 と し、後期 か らの入学を可能 とす る。

(3)科 目の履修 ・修得

・単位 の認定 は、学期 ごとに行 え るよ うにす る。

・履修 と修得を区別 して認定 す る。

・す べての生徒が履修す る原則履修科 目を設 置す る
。

(4)卒 業 の認定

・総合学科 高等学校 を卒業す るための修業年 限は3年 とす る
。

・卒業す るため に必要 な修得単位数 は80単 位 とす る
。

・転 ・編入 して くる生 徒 は、入学前 に在籍 して いた高等学校 の修得単 位数、在籍年数 を本 校

での修得単位数 、在 籍年数 に加 え ることがで きる。

・特別 活動 に十分 な成果 を上 げて いることを卒 業の条件 とす る
。

・3年 を超えて在籍 し、所定 の単位数 を満 た した者の前期終了時 の卒業 を認 め る。
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皿 具体的な教育課程の編成

具体 的な教育 課程 の編成 に当 た り、東京都 の実態 に即 した 「総合学科」 と して、次 の2っ の

タイプを構想 した。す なわ ち、将来大学等で専攻 したいと考 える分野 の基礎 的な知 識や技 術 を

習得 し、更 に発 展的 な学習を継続 しよ うとい う生徒 に対応す るAタ イプ高校 と、産業社会 の進

展 に対応 した学 際的 な分野の学習を深 め、技術を習得 しよう とい う生徒 な どに対応 す るBタ イ

プ高校 を想定 した。

1.Aタ イプ高校

(1)教 育課程編 成の基本的な考え方

首都東京 に は大学 ・短期 大学 ・専修学校 など多数の教育機関が集 中 してお り、生徒 ・保護 者

の多 くが上級学校 への進学 を望んで いるという現状があ る。 このよ うな地域性 や要望 を踏 まえ

て本 タイプを構 想 した。

つ ま り、系列 や原 則履修科 目など総合学科の特色を十 分 に活用 し工夫す るとともに教育課 程

上 、次 の①～④ に配 慮 した。

①将 来の職業選択 を も視野 に入れ た主体的で的確 な進路選択能力 や、進路実現 に向けての意欲 ・

能力の育成 を図 る。

② 自己の特性 や進路希望等 に応 じた多様な選択科 目の学 習を通 して基礎 ・基本 の充実 を図 る。

③更 に、系統的 ・発展 的 に学 習を深 め、将来 の職業生活 にお ける人間 としての基礎 的素養 を確

立す ると共 に、上級学校 にお ける教育 を受 けるの にふ さわ しい能力や適性 を育成 す る。

④ 「産業社会 と人間」で は、 自我を確立 し、 自他共存の認識 に立 った人 間 と しての在 り方生 き

方 の学 習 を中心 に置 き、豊 かな人間性を育 む ことを 目指す。

この よ うな観点 か ら、6系 列を設定 し、以下 にその 目標 と教科 ・科 目の内容構成 を示 した。

〈各系 列の 目標〉

・生命 科学系列 ……生 命 に関す る基礎的 な学習を通 して、 自然 と人間、生命 と人間 にっ いて の

理 解を深 め、生命 の メカニ ズムを科学 的に考察す る能力や態度を育成 す る。

・理工 学系列 ……理工学 に関す る基礎的な知識 と技能を習得 し、更 に総合 的 ・系統 的 に考 察 し

処理 す る能力 を高 め るとと もに、科学 技術への関心 を深 め発展 して い こうとす る意 欲 や態 度

を育 成す る。

・国際交流系列 ……豊 かで調 和 のとれ た国際感覚 と国際社会で積極的 に行動できるコ ミュニケー

シ ョン能力 を高 め るとともに、国際社 会の現状や様 々な文化を理解 し尊重す ることによ り、

共 に生 きる姿勢 や態度を育 成す る。

・人文科 学系列 ……人文科学 ・社会科学 に関す る基礎 的な学 習を通 して 、人間 と社 会 にっ い て

の諸 問題 を深 く考察 し解決 しよ うとす る能力や態度を育成す る。

・スポー ツ科学系列 …… スポー ッを、行 う楽 しみ ・観 る楽 しみ とい う面 だけでな く、競技 と し

て捉 え 、専門 とす る種 目の強化を中心 に学習活動を行 い、科学的 な考察 や トレーニ ング方法

を探 究す る能力 や態度 を育 成す る。

・芸 術系列 ……音楽 や美術 に関す る専 門的な学 習を通 して、創造的 な表現 に必要 な知 識 や技 術

を習 得 し、音楽 ・美術 な どの文化の発展 に寄与 す る能 力や態度を育 成す る。
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(2)教 育課 程 表

教 科 科 目 標準単樋 1年 次 2年 次 3年 次 計

必

修

科

目

国 語 国語1 4 4 4

地理

歴史

世界 史B 4

丁3

4

7日本史B 4

地 理B 4

公 民 倫 理 2 2 4

政 治経済 2 2

数 学 数学1 4 4 4

理 科 物理1B 4 一

3

=

}

3

=

6化 学IB 4

生 物IB 4

地 学1B 4

保 健

体 育

体 育 7～9 3 2 2 7

保 健 2 1 1 2

芸 術 音楽1 2 一

一 一2

こ

2美 術1 2

書道1 2

工 芸1 2

家 庭 家庭一般 4 2 2 4

合 計 24 12 4 40

外 国 語 英 語1 4 4 4

原則

履修

科 目

総合 醸酷と胴 2 2 2

6情綴に麗†る墓陛的科目 2 2
9

2

課題研究 2 2 2

必 修 科 目等 ・原 則 履修 科 目合 計 30 14 6 50

総 合 選 択 科 目 計 0 16 14～24 30～40

特別活動 き一ムルーム話動 3 1 1 1 3 6

クラブ翻 3 1 1 1 3

基 礎 科 目 基 礎 科 目 以 外 の 科 日 自由選択科 目

総

合

選

択

科

目

群

生

命

科

学

系

列

国 語n(4)物 理n(2)

数 学11(4)化 学n(2)

数 学 皿(4)生 物n(2)

数 学A(2)英 語n(4)

数 学B(2)り 一 デ ィ ン グ(4)

数 学C(2)ラ イ テ ィ ン グ(4)

*科 学史(2)*環 境科学(2)

生物工 学基礎(2)零 地 珪環境学(2)

応用微 生物(2)‡ 生態学概 諭(2)

*基 礎医 学(2)公 衆衛生(2)

掌基礎看 護(2)

環境保 全(2)

零人 間 関 係 学(2)

現 代 文(2)

古 典 購 読(2)

*小 諭 文 濱 習(2)

日 本 史A(2)

世 界 史A(2)

零日本 文 化 史(2)

*世 界 文 化 史(2)

*地 域 研 究(2)

‡比 較 文 化(2)

*時 事 問 題(2)

時 事 英 語(2)

*デ ィベ ー ト(2)

*数 学 演 習(4)

零物 理 学 演 習(2)

*化 学 演 習(2)

*生 物 学 演 習(2)

*地 学 演 習(2)

オーラルコミュニケーシ1ンB(2)

オーラルコミュニケーシ」ンC(2)

リー デ ィ ン グ(4)

ラ イ テ ィ ン グ(4)

LL濱 習(2)

被 服(2)

食 物(2)

情 租 処 理(4)

理

工

学

系

列

数 学 ロ(4)化 学n(2)

数 学 皿(4)地 学 ロ(2)■
数 学A(2)英 語n(4)

数 学B(2)リ ー デ ィ ン グ(4)

数 学C(2)ラ イ テ ィ ン グ(4)

物 理n(2)

工業 基礎(2)電 子基礎(2)

環境 工学(2)

工 業数理(2)

*地 球科 学(2)

*数 理科学(2)

電気基礎(2)

国

際

交

流

系

列

国 語n(4)英 語 ロ(4)

国 語 表 現(2)リ ー デ ィ ング(4)

古 典 購 読(2)ラ イ テ ィ ング(4)

日本 史B(4)オ ーラ鱒 ミュ功 一シ」ンA(2)

世 界 史B(4)オ ーラ湘 ミュニケーションB(2)

地 理B(4)

英語表現(2)*中 国語(4)

外国事情(2)*国 際交 流活動(2)

*国 際関係(2)*民 族学(2)

LL演 習(2)時 事英 貢吾(2)

ドイツ語(4)零 国際経 済機論(2)

フラ ンス語(4)

人

文

科

学

系

列

国 語 皿(4)数 学C(2)

国 語 表 現(2)英 語 口(4)

古 典 購 読(2)リ ーデ ィ ング(4)

日本 史B(4)ラ イテ ィ ング(4)

地 理B(4)オ ーラ舶 ミュニケーションA(2)

数 学 口(4)オ ーラ舶 ミュニケーションB(2)

数 学B(2)

現代文(2)*国 際経 済概諭(2)

*漢 文(2)*日 本地 誌(2)

*中 近世古典購 読(2)*世 界地 誌(2)

*菓 洋史(2)

*酉 洋史(2)

*法 学概論(2)

*民 俗学(2)

ス

ポ

1

ツ

科

学

系

列

国 語n(4)リ ー デ ィ ン グ(4)

日 本 史B(4)ラ イ テ ィ ン グ(4)

数 学H(4)オ ーラルコミュニケーシgンA(2)

数 学A(2)オ ーラ加 ミュニケーションB(2)

生 物II(4)

体 育 理 論(2)

*コ ー チ 学(2)

英 語n(4)

スポ ー ツ!(4)零 基 礎 医 学(2)

スポ ー ツn(4)*基 礎 看 護(2)

スポ ー ツ 皿(4)

*競 技 ス ポ ー ツ 実 践(12)

*基 礎 ト レー ニ ン グ(4)

‡救 急 法 基 礎(2)

孝テ ー ピ ング 実 習(2)

*ス ポ ー ツ 栄 養 学(2)

芸

術

系

列

国 諾H(4)リ ー デ ィ ン グ(4)

音 楽 翼(2)ラ イ テ ィ ン グ(4)

音 楽 皿(2)オ ー彊 コミュ訪 一ションA(2)

美 術 皿(2)わ ラルコミュニケー酒 ンB(2)

美 術 田(2)

音 楽 理 論(2)

美 術 概 論(2)

英 語n(4)

音 楽 史(2)絵 画(2)

美 術 史(2)ピ ジ ュ7師 ●ザ 背(2)

ソ ル フ ェー ジ ュ(2)環 境 造 形(2)

器楽(2)図 法 ・製 図(2)

声 楽(2)コ ンピ ュータ造 形(2)

演 奏 法(2)ド ィ ッ 語(4)

作 曲(2)フ ラ ン ス 語(4)

素 描(2)

()は 単位数 を示す *印 はそ の他 の科 目を 示す
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(3)特 色 ある教科 ・科 目の構 成

上級学校 で専攻 を希望 す る分 野での基礎 的内容 を習得 した り、将来 の職業人 と して基礎 的素

養を確立 す るために次の教科 ・科 目を考 えた・特 に・既存 の普通科 目や専 門科 目以 外 に教科 横

断型 の学 際的な科 目も多 く設 置 し、生徒の多様 な特性 や社 会の変化 に対応 で きるよ うに配 慮 し

た。

〈総合選択科 目群 のその他科 目〉

教

科

科 目 ね ら い

民 族学 世界 の 各民族 に つい ての文 化や 社会 を学 び、 民 族問 題の概 要 につ いて理 解す

地 る と共 に、 どの 様 に国 際社 会で共 生 して い くか を考 察す る能 力 と態度 を育成

理 す る 。

歴

史 民俗学 民 間 に 伝 わ って い る 風 俗 ・習 慣 ・伝 説 ・方 言 な ど を 科 学 的 に 研 究 す る と と も

に、 そ れ らが 人 々の 生活 とどの よ うに関 わ ってい るか を考察 す る能力 と態度

を 育 成 す る。

比 較文 化 東 ア ジ ア ・南 ア ジ ア ・西 ア ジ ア ・ヨ ー ロ ッパ な ど の 文 化 圏 の 特 色 を 比 較 しつ

っ、 各 文化圏 相互 の 交流や 交渉 につ いて 考察す る能 力 と態度 を育 成す る。

国 際交 流活 動 身近 な地 域 での 国際 交流 が どの よ うに展 開 されて い るか を理 解す る と共 に、

公 国際 交 流の 現状 及び 具体 的内容 につ いて 東京 都及 び地域 の 市町村 を参 考 に し

民 て 考察 す る能力 と態 度 を育成す る。

国際経 済概 論 戦後 の 経済 体制 か ら近来 の変動 相場 制等 の国 際経 済体 制の 変遷 を把握 し、 同

時 に現 在の 国際 経済 体制 の問題 点 ・課題 を考 察す る能 力 と態度 を育成 す る。

人間 関係学 「人 間 と は 」 か ら始 ま り 「自 分 と は 」 「生 き る と は 」 「人 の つ な が り と は 」

な ど を考察 す る能 力 と態 度 を育 成す る。

国際 関係 近 来の 国際 化が 著 しく進 展 してい る現状 を踏 まえて国 際 人 と して、 世 界各国

とどの よ うに交 流 してい った らよ いか考 え る ことの で きる能 力 と態 度 を育成

す る 。

法学 概論 自 国 の 法 体 系 の 枠 組 み を 知 る と同 時 に、 日 常 の い ろ い ろ な 出 来 事 を 法 に 則 っ

て考 え る能力 と態 度 を育 成す る。

時事 問題 日 々動 い て い る 国 内 外 の 政 治 ・経 済 の 動 向 を 把 握 す る こ と に よ り、 世 界 の 大

き な 流 れ を 捉 え、 国 内 外 の 問 題 に っ い て 関 心 を払 い、 自 分 な りに 意 見 を 持 っ

こ と の で きる 能 力 と態 度 を育 成 す る。

生態 学概 論 生 物 と環 境及 び同 じ環境 で生 活す る生物 どう しの関 係を理 解す る と ともに、

理 生 態 系 ・生物 の生 存の ための 環境 条件 な どを考察 す る能 力 と態 度 を育成す る。

科

地球 環境 学 地 球 の温 暖化 ・砂 漠化 ・海洋 汚染 な どの地球 環境 の 悪化 の現実 を正 確 に把握

し、 課 題 を 明 ら か に す る と と も に、 そ れ ら を 解 決 し よ う とす る 能 力 と態 度 を

育 成 す る。

競 技 ス ポ ー ツ ス ポ ー ツ1・H・ 皿 の 中 か ら 部 活 動 で 行 っ て い る 競 技 を 選 択 し、 自 己 に 適 し

体 実践 た種 目を強化す る能力 と態度 を育 成す る。

育

救 急法 基礎 日常 生活 の中 で経 験す る 各種 の傷 病等 に対す る症 状や 応急 処 置にっ いて の基

礎知 識 を学び、 自己の安 全 を 自分で守 る能 力 と態 度 を育成 す る。
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2.Bタ イプ高校

(1)教 育課 程編成の基本的 な考 え方

国際都市 であ ると同時 に、その経済 ・文化 にお いて も日本 の中心で ある東京 は、産業 ・就 業

構 造 が多様 で複雑で あ る。産業社 会が急速 に進展 し、高齢 化社会 や生活文化 の分野 において、

特 に顕著 とな って いる首都東京 の実態 を踏 まえて、その特色を生か した教育 活動を行 うこ とが

で きるよ うな学 校 と してBタ イプの高校 を構想 した。そ して、現在 の職業高校 の学科 も考 慮 に

入れ て、将 来、社 会的 ・経済的 ・文化 的に発展 が見込 まれ る分野 の学習 を通 して、生徒 の幅 広

い職業選択 を可 能 とす る高校 を考 えた。

また、教育課 程編成上 、次 の①～⑤ に配慮 した。

① 各系列 の多岐 な選択科 目や 「その他 の科 目」 は、生 徒の多様 な特性 な どに対応 し、活動 を通

して 、基礎 的 ・基本的 な能力 を身 に付 け、更 に、進路 に応 じて、発展 的 ・専 門的 な学習 が深 あ

られ るよ うに設置す る。

②各系列 の基 礎科 目には、 コ ミュニ ケーシ ョンや情 報処理の能力育成 の観点 か ら、 それ らに関

わ る科 目を共 通 に設置す る。

③国語1・ 数学1・ 英語1の 科 目に関 して は、習熟度 に応 じた授業 を展開す る。

④卒業後 は、就職や大学 ・短大 ・専修学校 な どへの進学を考えて い る生徒 の希望を生 かす もの

とす る。

⑤将来 の進 路 において、各種 の資格 などが取得で きるよ うにす る。

この よ うな観点か ら、5系 列 を設置 し、以下 の 目標 と教科 ・科 目の内容構 成 を示 した。

〈各系 列の 目標〉

・ビジネ ス系列…… ビジネスに関す る基礎 的な知識 と技術を習得す る。特 に、不動産 ・観 光 ・

貿易 な どの ビジネスにっいての意義 や役割 を正 しく理解 し、基礎的 な実務が行え るとと もに、

ビジネス活動を 円滑 に行 うための能力 と態度 を育 成す る。

・バ イオプ ロダ ク ト系列 ……生物 資源の改良 ・生 産、生 産物の加工 ・流通 に必要 な基礎 的 ・基

本 的な知 識 と技術 を習得す る。また、生物 資源の意義 や役割を正 しく理解 し、生物資源 の生

産 ・加工 に関す る必要 な能力 ・態度 を育成 す る。

・テクニカルデザイ ン系列 ……デザイ ンの基礎 的 ・基本 的な知識 と技術 を習 得 し、 デザイ ンカ

や構成力 を養 う。美的感覚 を磨 き、創造力 を養 い、表現 を身 に付 け、柔軟 な発想 力 や行 動 力

を育 て るな ど感性 に富 み、人間性豊 かな人材 を育成 す る。

・ライフケア系 列… …看護 や医療 、福祉 サー ビスに必要 な基礎 的 ・基本的 な知識 と技術 を習 得

し、その社 会的 な意義 を正 しく理解 す る。また、児童 の発育 や高齢者 の介護 ・福祉 に関 す る

産業 にっ いての理解を深 め、健康 の保持増進 に寄与 し、健康 的 な生活 の実現 に努 め る能 力 と

態度 を育成 す る。

・ライフサ イエ ンス系列……健康 で快適 な家庭生活 の在 り方 にっいて科学 的 に考察 す ると と も

に、生活関連産 業への理 解を深 め、 日常生活 の改善 を行 うために必要 とな る知識 、技 能 な ど

の基礎 を学ぶ ことによって、豊か な生活文化 の創造 に取 り組 む能力 と態 度を育成す る。
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(2)教 育 課 程 表

教科 科 目 標準 単位 数 1年 次 2年 次 3年 次 計

国語 国語1 4 4 4

地理 世 界史A 2 2

必 地理A 2
コ2年 か ら3年 までで2単 位

4

歴史 日本 史A 2

公民 現代社会 4 2 2 4

修 数学 数学1 4 4 4

理科 物理IA 2 一

化学IA 2
一1年 か ら3年 まで で4単 位 4

科 生物IA 2 一

地学IA 2
一

保健 体育 7～9 3 3 2 8

目 体 育 保健 2 1 1 2

芸 術 音楽1 2
一

美 術1 2 一2 2

書道1 2 一

工 芸1 2 一

家庭 家 庭一 般 4 2 2 4

合 計 18～22 10～16 2～8 36

原 則 総 産業 社会 と人 間 2 2 2

履 修 情級 に関 す る

科 目 基礎 的科 目 2～4 4 4 8

合 課題 研究 2 2 2

必 修科 目 ・原則 履修 科 目合計 20～24 14～20 4～10 44

総 合 選 択 科 目 計 6～10 10-16 20～26 36～46

特 別 ホ ー ム ル ー ム 活 動 3 1 1 1 3

活 動 ク ラブ活動 3 1 1 1 3 6

基 礎 科 目 基礎科 目以 外の 科 目 自由選択 科 目

国語表 現(2)

ビ 国 語n(4)流 通経済(2) 簿 記(4)*不 動産 実 務(4) 現代文(4)
ジ 地 理B(4)情 報処理(4) 会 計(4)*観 光 実務(4) 現代語(2)

ネ 英 語1(4) 計算 事務(2)*貿 易 実務(4) 古典1(2)

ス 英 語n(4) マーケティング(2)*秘 書 実 務(4) 世界 史B(4)

系 オーラ応コミュニケーションA(2) 商業 法規(2) 日本史A(2)

列一 ■ ■.一 英語 実務(2) 日本 史B(4)

地理A(2)
バ 国 語n(4)栽 培環 境(2) 生物 皿(2) 地理B(4)

イ 数 学 皿(4) *生 物 工学(4) 倫理(2)
オ 生 物IB(4) 応用 微生物(2) 政治 経済(2)

プ 化 学IB(4) 総合 実習(4) 数学H(4)

口 英語1(4) *栽 培 技術(4) 数学 皿(4)

ダ オーラルコミュニケーシ3ンA(2) *飼 育 技御i(4) 数学A(2)

総 ク 生物工 学 基礎(4) 食 品製造(2) 数学B(2)

ト 農 業情 報処 理(4) 食 品加工(2) 数学C(2)

合 系 農業基礎(4) 食 品流通(2) 物理IA(2)

列 物理lB(4)

選 物理 ロ(2)
テ 国語 皿(4) *レ タ リ ン グ(2) 化 学1A(2)

択 ク 英語!(4) 構成(2) 化 学lB(4)

二 オーラ轟コミュニケーシ5ンA(2) *人 間工学(2) 化 学 皿(2)

科 カ *デ ザ イ ン実習(4) *環 境デザ イ ン(2) 生 物iA(2)

ル デザ イ ン史(2) クラフトデ ザ イ ン(2) 生 物IB(4)

目 デ *デ ザ イ ン製図(2) ピ ジ ュ7忌デ ザ イ ン(2) 生物 ロ(2)

ザ デザ イ ン技術(2) *色 彩演習(2) 地 学1A(2)

群 イ *デ ッサ ン基礎(2) 地 学!B(4)

ン コ ン ピ ュ ー タ 造 形(4) 地学 皿(2)

系 音楽n(2)

列 音楽 皿(2)●.o・ 一

■ 美術n(2.)

ラ 国語n(4) 生物 皿(2) 美術 皿(2)
イ 化 学IB(4) 公衆衛 生(2) 工芸n(2)

フ 生物IB(4) 成人看 護(2) 工芸 皿(2)

ケ 英 語1(4) 母子看護(2) 書道n(2)
ア オーラ冷コミュニケーシgンA(2) *老 人 介護(2) 書道 皿(2)

系 看 護基 礎医 学(2) 看護 臨床実 習(2) 英語n(4)

列 基礎看護(2) 家庭 看護 ・福祉(2) スボ ーツ1(4)

*社 会 福祉 基礎(4) 児童 福祉(2) スボ ーツロ(4)

● ■ ■ 噛 一
*医 療情 銀処 理(4) 保育(4) スポ ーツ皿(4)

オーラル]ミ ュニケーションB(2)

ラ 国語n(4) 食物(4) 生 活園 芸(2)

イ 化学IB(2) 食 品衛生(2) 英 語一 般(2)

フ 生物IB(2) 保育(4) 時 事英 語(2)

サ 家庭情 報 処理(4) 保育 原理 ・技術(2) *英 会 話(2)

イ 英語1(4) 被服(2) *中 国 語会 話(2)

工 オーラ鱒 ミュ功 一ションA(2) 服飾 デザ イ ン(2) *スペ 仁語 会 話(2)

ン 生活 一般(2) 住居(2) *万 以 語会 話(2)

ス *イ ンテ リア基礎(2) *ロ シア語 会 話(2)

系 消 費経済(2) 手芸(2)
列 家 庭看護 ・福祉(2)

()は 単位 数を 示す*印 はそ の他 の科 目を示す
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(3)特 色あ る教科 ・科 目の構成

前述 の教育課 程編成 の基本的 な考 え方 に照 らし、各系列の 目標 に沿 った多 くの総 合選択科 目

を設定 した。そ の際、進路指導 などのガイダ ンス機能の充実を図 り、実践的 ・体験 的 な学 習 を

基本 と した教 科 ・科 目を考 えた。

〈総合選択科 目群 のその他の科 目〉

教

科 科 目 ね ら い

商 不 動産 実務 土 地 や 建 物 な ど不 動 産 の 取 引 き に 関 す る 法 律、 建 築 ・登 記 ・税 金 ・広 報 な ど

業 の 不動 産実 務 の基礎 的 ・基本 的 な実務 を身 に付 け、 不 動 産取 引 きの分野 で活

用す る能 力 と態度 を育成 す る。

貿易 実 務 船舶 や航 空機 貨 物の 貿易の メ カニズ ム ・国際 物流 に不 可欠 な通 関業 務 にっい
て の 法 規 や 輸 出 入 手 続 き な ど、 基 礎 的 ・基 本 的 な 実 務 を 身 に 付 け、 貿 易 の 分

野で 活 用す る能 力 と態度 を育成す る。

観 観光 実 務 国 内 外 の バ ス ・鉄 道 ・航 空 機 な どの 交 通 機 関 の 運 賃 計 算、 時 刻 表 の 使 い 方、

光 旅 行 日程の 作成 な ど、 観 光 ・旅行の 業務 の基 礎的 ・基 本 的な実 務 を身 に付 け

観 光の 分野 で活 用す る能 力 と態度 を育成 す る。

農 生 物工 学 バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー を 支 え る、 遺 伝 子 操 作、 細 胞 操 作、 組 織 ・細 胞 培 養、 酵

業 素 ・微生物 利 用 など の基 礎的 な知 識 と技術 を習 得 させ、 生物 資源 の改 良、 生

産 の 分野 で活 用す る能 力 と態 度 を育成 す る。

栽培技 術 作物、 野 菜、 果樹、 草花 などの 栽培 に必 要な知 識 と技術 を習得 させ、 生物 資

源 の改 良、 生 産 の分野 で活 用す る能 力 と態度 を育成 す る。

飼育技 術 家畜、 そ の他 の 動物 等の飼育 に必 要 な知識 と技 術 を習得 させ、 生 物 資源 の改
良、 生産 の 分野 で応 用す る能 力 と態 度 を育成す る。

工 人間工 学 人 間 の 身 体 の 構 造、 動 き な ど を 理 解 させ 、 人 間 に 優 し く、 動 き に 合 っ た 器 具

業 や機 械 をデ ザ イ ンす る知識 と技 術 を習得 させ て、 デザ インの 分野 で活 用す る

能 力 と態度 を育 成す る。

環境 デザ イ ン 周囲 との 構成、 色彩 の調 和 に必要 な知 識 と技 術 を習 得 させ、 公園 な どの照 明

器 具 、 ペ ンチ 、 電 話 ボ ッ ク ス や 劇 場 と い っ た 公 共 施 設 な どの デ ザ イ ン の 分 野

で 活 用す る能 力 と態度 を育成 す る。

色彩演 習 デ ザ イ ン にお け る 重 要 な 要 素 で あ る 「色 」とは 何 で あ る か を 正 し く理 解 させ 、

色彩 全般 の 分析、 計画 を習 得 させて、 デ ザ イ ンの 分野 で活 用す る能 力 と態度

を 育 成 す る。

看 医 療情 報処 理 コ ン ピ ュ ー タ の 役 割 や 仕 組 み と そ の 利 用 方 法 に つ い て 理 解 させ、 医 療 の 分 野

護 で コ ン ピ ュ ー タ を活 用 す る 能 力 と 態 度 を 育 成 す る。

福 社会福 祉基 礎 すべ ての 人 々が 充実 した生活 を送 れるよ うにす るた めの社 会福 祉の 制度 や在

祉 り方 な ど に っ い て 学 習 し、 福 祉 サ ー ビ ス に活 用 す る 能 力 と 態 度 を 育 成 す る。

老 人介 護 高 齢 者 の 心 理 、 行 動、 衰 え 等 に つ い て 理 解 さ せ る と と も に、 介 護 に つ い て 必

要 な 知 識 と技 術 を 習 得 さ せ、 福 祉 サ ー ビ ス に 活 用 す る 能 力 と 態 度 を 育 成 す る。

家 イ ンテ リ ア 健 康 で快 適な 家庭 生活 の在 り方 につ いて理解 させ る とと もに科学 的 に生活環

庭 基礎 境 を改善 す る基礎 的 ・基本的 な能 力 と態度 を育 成す る。
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3.原 則履修科 目

原則 と してす べての生徒 に履修 させ る次 のよ うな内容の科 目を開設する。授業 の実施 に当たっ

て は、教材開発委員会 を設 け、各科 目につ いての実施計画 の作成、指導内容 や評価方 法等 の調

査研究 を行 うもの とす る。 さらに地域 におけ る有為 な人材 を活用 した授業 も積極 的に取 り入 れ

るよ うに配慮す る。

(1)「 産業社会 と人間」

目標 ・自己啓発的な体験的 な学 習や討論 な どを通 して、職業 の選択 ・決 定 に必要 な能力

や態度、将来の職業生活 に必要 な態度や コ ミュニケー シ ョン能力の育成 を図 る。

・自己 の充実や生 きがいを求 め、生涯 にわた って学 習 に取 り組む意欲 や態度 の育 成

を図 る。

・現実 の産業社会 やその中での自己の在 り方生 き方 につ いて認識 させ 、豊 か な社 会

を築 くために積極 的に寄与す る意欲 や態度 の育成 を図 る。

実施形態1年 次前後期各2単 位 で行 い、ボ ランテ ィア活動、職場 ・施設見学等 の体験 的 な

学習 を取 り入れ、テ ィームテ ィーチ ング、少人数 によ る班別学習を中心に、講義、

討論 、調 査、実習、見学 、演 習等 の指導形態 で実施す る。

年 間指導計画例(13、14ペ ージ)参 照内容

(2)「 情報 に関す る基礎的科 目」

目標 社 会 における情報化 の進展 や情報 の意義や役割 にっ いて理 解 させ るとともに、 コ

ンピュー タとその活用 につ いて の基礎的 な知識 と技術の修得 を通 して、情 報 を主

体的 に処理 し、活用 す る能力 と態度 の育成を図 り、情報化社会 と人 間 との望 ま し

い関 わ り方 にっいて認識 させ る。

実 施形態Aタ イプ高校:2年 次前後期各2単 位 、Bタ イプ高校:各 系列 の基礎 科 目に位 置

づけ前 後期 各4単 位 で行 い、講義 、実習等 を中心 と した指導形 態で実施す る。

内容 ・Aタ イプ高校:情 報 技術基礎 を中心 に、 コ ンピュー タとその活用 にっ いて の基礎

的な知 識 と技術 につ いて学習す る。

・Bタ イプ高校:各 系列 に 「情報 処理」「農業情報処理」 「コ ン ピュー タ造 形 」 「医

療情報 処理(そ の他特 に必要 な教 科 に関す る科 目)」 「家庭情 報処理」 を設置 、 各

系列 の中 で情報処理 に関す る基礎的 な知識 と技 術 にっ いて学習す る。

(3)「 課 題 研 究 」

目標

実施形態

内容

多様 な教科 、科 目の選択履修 によって深 め られ た知的好奇心等 に基 づ いて 自 ら課

題 を設定 し、その課題 の解決 を図 る学習 を通 して、問題解決能力 や 自発 的 ・創 造

的 な学習態度 の育成 を図 るとともに、自己の将来 の進路選択 を含 あ人間 と して の

在 り方生 き方 について考察 させ る。

前後期各2単 位 で行 い、 グループまたは個 々で研究 を進 め、 レポー ト作成 、発 表

等 の指導形 態で実施 す る。

Aタ イプ高校 、Bタ イプ高校 とも、3年 間 のま とあ として位置 づ け、教 科、科 目

や系列 に関連 した ①調 査 ・研究 ②実験 ③作品制作 ④産業現場 の実習 ⑤

職業 資格 の取得 などを中心 に学習す る。
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(4)「 産業社会と人間」の年間指導計画例Aタ イプ総台学科高等学校

月 項 目 指 導 内 容 留 意 事 項 指導形態

4

5

6

7

8

9

オ リエンテーシ ョン

自己を見つめる

自分を相手に伝える

他人を理解する

社会と人間を考える1

ボ ランティア活動

社会と人間を考える∬

1.「 産業社会と人間」について

2.自 己紹介

3.入 学動機調査、性格 ・興味等の適性

検査

1.「 話し方の基本」について

2.5分 間 スピーチ

1.「 人権尊重 と思いやりの心」

について

2.他 人を理解するとはどういうことか

1.「 人間は社会的存在である」

について

2.各 個人にとって幸福な社会とは

1.養 護施設 ・福祉施設訪問、地域での

奉仕活動

1.ボ ランテ ィア活動の実践報告

2.ボ ランテ ィア活動を通 じて得たこと

反省点、今後の抱負

どんなことを、どのように学ぶか

を理解させる。

今までの自分について考える。

自分の考えを的確に表現する。

伝達手段に多様な形式があること

に気付かせる。

自分を理解 してほしい思いと、同

じ程度の思いで他人を理解 してい

るか気付かせる。

自我の目覚めとともに自己の価値

観を確立させる。

他人の状況を自分に置き換えて考

えさせる。

人間と人間が支えあって作 り上げ

てい くのが社会であることを再認

識させる。

講義

発表

調査 ・検査

講義

発表

講義

討論

講義

討論

見学 ・体験

実習

発表

討論

10

11

12

1

2

3

自己実現を目指す

環境と人間について

考える

科学技術と人間につ

いて考える

情報と人間について

考える

国際社会の一員とし

ての自己を考える

まとめ

1.進 路 と学習について

2.系 列選択科 目のガイダンス

3.自 己の学習計画と科目選択

1.第 一次産業 と人間

2.環 境破壊と人間生活について

1.第 二次産業と人間

2.科 学技術の進歩と功罪について

1.第 三次産業と人間

2.情 報社会が人間に及ぼす影響

について

1.国 際社会とはどういうことか

2.世 界の中の日本人について

3.国 際社会の課題

「産業社会 と人間」を学んで

自己の人生の主人公は自分であり

そのためには現在を如何に生きる

べきかを考えさせる。

将来への希望を尊重した選択をさ

せる。

日本の農業 ・林業 ・水産業の現状

を考察させる。

新聞記事など資料を基にまとめさ

せる。

日本の製造業の現状を考察させる

事例を設定 して討論させる。

日本のサービス業の現状を考察さ

せる。

資料を基に自分の考えをまとめさ

せる。

国際社会をとりまく課題について

理解 させるとともに宇宙船地球号

の一員として、どう自己を生かし

ていくかをまとめさせる。

講義

講義

演習

講義

レポート

請義

ディベー ト

講義

小論文

請義

小論文

討詮

小論文
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(4)産 業社会と人間の年間指導計画例Bタ イプ総合学科高等学校

月 項 目 指 導 内 容 留 意 事 項 指導形態

4

5

6

7

9

オリエンテーション

自己を見つめる。

青年期の生き方

職業と生活

進路にっいて考える

職業と生活

「総合学科」にっいて

「産業社会と人間」という科目.

1.自 己紹介

2.諸 検査、調査
・入学動機調査

・興味、適性検査
・科目選択予備調査

3.個 性について
・性格、興味、関心チェック
(検査結果と自己分析)

1.青 年期の課題について

2.青 年期と学校生活

3.体 験学習
・障害のある同年期の生徒と交流

・学校見学

1.産 業の発達と職業について

2.人 生における職業のもつ意味
・人生と職業

・働 くことの意義及び目的

3.社 会人講話

4.職 場見学

1.系 列選択科目のガイダンス

1.職 業生活と法律
・職業生活を保護するための法律

・職業に関する諸制度や資格

2.望 ましい職業観、勤労観

・どんなことを、どんなふうに学ぶのか理解させる。
・新しい科目の学習の動機づけを持たせる。
・今までの自分にっいて考えさせる。

・自分の個性や性格について考えさせる。

・討論を中心に今日的課題を理解させる。

・高校での生活とは、どのようなものか考えさせる。
・自分と異なった環境の人達の生活を通して、自分の

役割や立場にっいて話し合わせる。

・産業や職業の種類や内容にっいて調べさせる。
・職業にっく意義について理解させる。
・働くことが社会生活にとって重要な意味があること

について考えさせる。
・各方面より社会人講師を招く。
・近隣企業、地場産業を見学して、職場の実際を理解

させる。
・職場生活とマナーについて理解させる。
・進路の方向を考えさせる。

・職業生活を保護するための法律について、どのよう

なものがあるか調査させる。
・職業に関する諸制度や求人票の見方について学習さ

せながら、希望する職業にっくために必要な資格、

免許、能力、学歴についてまとめさせる。
・自己の職業選択の基準とさせる。

講義

作文
調査

討論

討論

実習
討議
見学

演習

講義

講演
見学
実習

講義

調査

討論

10

11

12

1

2

3

我が国の産業の発展
と社会の変化

進路と自己実現

1.科 学技術の発達と産業社会
・情報化社会の生活

・国際化社会の生活

・高齢化社会の生活

2.産 業の発展と日常生活の変化

・大量消費社会への対応

3.産 業の発展と資源、環境問題

1.就 職、進学にっいて'
・養護施設、福祉施設の見学
・地域での奉仕活動

・大学、専門学校の見学
・卒業生講話

2.学 習計画と科目選択の

ガイダンス
・各系列から実習科目について

選択実習

3.履 習計画の作成

4.職 業と自己の適性について

5.職 業適性検査の実施

6.自 分の進路設計

・産業、就業構造の変化について調査 し発表 させる。
・情報化社会、国際化社会、高齢化社会の社会生活に
及ぼす影響にっいて理解させる。

・日常生活に見られる変化の背景を産業の発展と関連

させて考えさせる。
・真の豊かさとは何かを考察させる

。
・産業の発達がもたらした環境問題について関心を高

めさせ自然環境と人間が共生することの大切さを理

解させる。
・就職や進学について慎重に検討させる。
・ボランティア活動の在り方と実際を理解させる。

・大学、短大、専門学校の種類と特色を調査させる
・入試方法(推 薦、一般)に ついて調べさせる。
・進路選択にかかわる先輩の体験談を聞かせる。

・系列の内容、特色について理解させる。

・自己実現のための学習計画をもとに
、2,3年 次を

見通 して学習の系列や多様な選択科目の中から主体
的に適切な科目、教科を選択させる。
・適性と希望を生かした職業について考えさせる。
・希望する職業の特性や条件について調べさせる。

・社会で求められている職業人について理解を深めさ

せ自己の在り方について考えさせる。
・これまでの学習を振り返り、自分の職業志望と理由

等についてもう一度確認させる。

調査
講義

討論

発表

講義
見学
調査

講演
実習

演習

講義
調査

討論

一14一



IV特 色ある教育活動の推進

1.授 業 にお ける指導の工夫

(1)個 別指 導の充実

ア.学 習集 団の少人数化

総合学科 に入学 して くる生徒 は、興味 ・関心 が多岐 にわたる とともに、その能力 ・適性 等 も

非常 に幅 が広 く、多様 な ものになる ことが予想 され る。 また、総合学科 で は、原則履修科 目 と

して開設 され る 「産業社会 と人間」、「情報 に関す る基礎的科 目」、「課題研究 」や各系列 ごとの

多様 な専 門教 科 ・科 目などで、特 に、 きめ細 かな指導 が要求 され る。そのため、授業 にお いて

は、習熟 度 に応 じた学習 やテ ィームテ ィーチ ングなどを取 り入 れ指導方法 の工 夫 を行 うと と も

に、学習 集団を少人数化 し、個別指導 ので きる機会 を多 くす る必要 があ る。

イ.学 習集 団 の規模 と施設

募集 す る1学 級 当た りの定員 は40人 であ るが、進路 ガイ ダンス等 の充実 、徹底 を図 るたあ、

1学 級 を2つ のホームルームに分 け、1ホ ー ムルーム当た りの集 団 は20人 とす る。そ して、 第

1年 次 の 「産業社会 と人 間」 は、 このホー ムルームを学習集 団の単位 と して、す べての生 徒 が

履修 す る。 また、 このよ うな個別指導 の充実 を図 るたあ1科 目当た りの平均 履修者数 も20人 と

想定 し、 これを もとに して学 習集 団の弾力的な編成 を考 え る。例 えば、科 目によ って は、 この

学 習集 団を適宜合 同 した りす ることも考 え られ る。その際、よ り大 きな学習集団 に対 して は、

テ ィームテ ィーチ ングや班別学 習を取 り入れ るな どの授業形態 の工夫を行 う。 このため、 少人

数 用の専用教室 に加 え、間仕切 りによ り、大 きさを変更 で きる教 室を設置す る。 また、実験 ・

実 習室、 コ ンピュー タ室等 の特別教室 は、分割使 用を可能 にす るな ど少人数化 に対応 した機 能

性 を もたせ る。 さらに、10人 程度 の学 習集団 に対応 した教 師 と生 徒の対話が密 にで きる学 習室

や、様 々な学習環境 に合 う多 目的教 室や多 目的 ホール などを設 置す る こと も必要 であ る。

(2)習 熟度 に応 じた学 習の工 夫

ア.学 習内容 に違 いを もたせ た講座 の開設

多様 な能力 ・適性等 を もっ生 徒一 人一人 に自 ら学 ぶ意 欲を育 て るとと もに、基礎 ・基本 を習

得 させ、個性 の伸長 を図 るため には、学習内容の習熟の程 度 に応 じた指導 が必要であ る。特 に、

単 位制、無学年制 に基 づ く総合学科 で は、生徒 は学 年に も年齢に もとらわれずに、自己の興味 。

関心、能力 ・適性等 に応 じて授業を選択す ることがで きる。その たあ、選択科 目の履修 に伴 う

学 習履歴 に違 いが生 じやす い。従 って、同一 の科 目で も学習内容 に違 いを もたせた講座 を用意

す るなど して、生 徒の実態 に即 した授業 を行 う必要が ある。

生徒 の実態 に即 した、多様 な教科 ・科 目の設置 とそ の学習内容 に違 いを もたせた選択科 目の

設置 との相互補 完 によ り、学習到達度や学習速度、興味 ・関心の異 な る生徒 の多様 な学習 ニ ー

ズに応 え られ る総 合学科 が実現で きる。

イ.習 熟度 に応 じたク ラス編成

特 に、国語 、数学、英語等 の学習習熟度 の差 が大 き くな りやす い教科 ・科 目で は、習熟 度 に

応 じて タイプ分 け し、学習進度 の異 なる講座 を同時展開 で開設す る。そ して、基礎 クラスでは、

学習 内容 を精選す るとと もに、生徒 が十分 に理解 した上 で先 に進 むよ うな授業 を展開 し、基礎
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学 力 の充実 を図 る。また、発展 クラスでは、高度 な内容 の授業を提供す ることで生徒 の学 習 へ

の欲求 を満 た し、よ り深 い内容 への意欲 を喚起す る。生徒 は、 自分 の能力 ・適性 に即 した学 習

内容 の講座選択 が可能 とな り、学 習内容 の理解 を十分 に深 め、学習意欲 が高 ま る。

(3)テ ィームテ ィーチ ングの工 夫

総合学科 では、生徒一 人一人の特性 や進路希望等 に、よ り細か く、よ り幅広 く対 応で き るよ

うに、広 い視野 に立 った多様 な指導方法 の開発 が必要 であ る。その一っが、複数の教師がティー

ムを組 み、それぞれの特性 を生か して、協力 し合 いなが ら授業 を進 め る、テ ィー ムテ ィーチ ン

グであ る。 と くに、「産業社会 と人間」 では、進路 にかかわ る総 合的 な学 習 が必 要 で あ り、 ま

た少人数の班別学習や進路等にかかわ る個別相談 なども重視 しなければな らないことか ら、テ ィー

ムテ ィーチ ングによる指導が有効 である。

「産業社会 と人間」 におけるテ ィームテ ィーチ ングと して は次の ような ものが考 え られ る。

ア.教 員 テ ィームの組織 の例

ホームルームを学習集 団 とし、原則 としてホームルーム担任が担 当す る。 しか し、通 常

は2っ のホームルー ムを合 わせて授業 を行 い、2人 のホームルーム担任 とそれ以 外の教 員

が テ ィームを組織 して指導 に当 たる。講演 会や職場見学 などを行 う場合 は、 さ らに同 時展

開 してい る他 の テ ィームと合同 して授業 を行 うこともあ る。学期 当初 のオ リエ ンテー シ ョ

ンな どは、 この科 目のすべての担当者 で ティームを組織 し、役割分担 を決 あて指導 に当 た

る。

イ.テ ィー ムテ ィーチ ングの進 め方の例

(ア)協 同方式 によるテ ィームデ ィーチ ング

科 目の担当者 が共同 して指導計画の立案、準備 、実施 、評価 を行 う。複数 の教 員 の

うち誰かが主 となる教師 とな って主導 ・進行 し、他の教員 は教 材 ・教具 の準備 や生 徒

への助言、学習状況 の評価 を行 うなど、適宜役割 分担 して指導 に当 たる。

(イ)学 習課題 に応 じたテ ィームテ ィーチ ング

「産業社会 と人間」 は、「職業 と生活 」「我が国の産業の発 展 と社会 の変化 」 「進 路

と自己実現」 の3つ の内容 で構成 されている。 そこで、 これ らの学習課題 によ って教

師 の役割分担 を決 あ、割 り当ての学習 内容 を責任を もって進行す る。課題別 に班 別 学

習 を行 う場合 は、受 け もちを決 め、その学習課題 にっ いて指導助言す る。

(4)体 験 的な学 習 と問題解 決学習の重視

ア.体 験 的な学習 とその内容

生徒 の発達段階 が進 む につれて、抽象 的な理解力 が深 ま り、論理的 な思考力 が高 まるたあ、

具体 よ り抽象 、事 実 より論理 とい った姿勢 で学習 がなされがちである。 しか し、具体 的 な事 実

に基づ くことによ って学 習 は確 実 に身に付 いた もの とな り、生徒 の学習 への興味 、関心 は よ り

高 まる。 と くに、総合学科 に設 置 され る系列 の中に は、実験 ・実習 を重視す る科 目 も多 い。 ま

た、「産業社会 と人 間」 では、 自己啓発的 な体験や討論な どの体験 的 な学 習 が職 業 生活 や産業

社会 の仕組 みを学 ばせ る上で欠かせ ない手段 や方法 とな ってい る。従 って、特 に これ らの授 業
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にお いて は、専 門的な技 能を習熟 させ た り、 自己の進路 にかか わ る啓発 的な体験 や勤労 ・奉 仕

等 の幅広 い社会参加 の体験 を得 させ る活動を取 り入れ た りす る ことが必要 であ る。

体 験的 な活動 と して は、次の よ うな ものが考え られ る。

(ア)地 域 の企業等 にお いて見学 や実習を行 う。

(イ)地 域 の医療施設 や社 会福 祉施設等 にお いて ボ ランテ ィア活動 を行 う。

(ウ)地 域 の環境美化 のためにボ ラ ンテ ィア活動を行 う。

(エ)地 域 の自然 や伝統文化 と触 れ合 う活動 を行 う。

(オ)地 域 の社会人 の豊 かな経験 を聴講 す る。

イ.問 題 解決学習 と課題研究

激 しく変化す る社会 で は、主体 的 に生 きて い く力 と、社 会生活 で直面す る多 くの課題 を解 決

す る力 を身 に付 けた職業人 の育成 が強 く求 め られ る。そのため には、実験 ・実 習等 によ り実 際

的 ・体験 的 な学習 の充実 を図 るとともに、習得 した知識 や技 術を問題解決能力 と して伸 ばす た

めの問題解 決型 の学習 を一層重視 す る必要 があ る。 と くに、総 合学科で行 う 「課題 研究」 は、

生 徒 自 らが課題 を設定 し自発的 、主体 的に取 り組 む学習 であ り、問題解決学習 の主 た る もの で

ある。生徒 が課 題解決 に向 けて様 々な学習方法 や学 習態度 を身 に付 け られ るよ うに指導す る と

と もに、学 習を通 して成就感 を体得 し、思考力 、判 断力 な ど社 会の変化 に対応 で きる能力 を身

に付 け られ るよ うに指導す る必要 があ る。「課 題研究」の内容 と して は、 教科 ・科 目や系列 に

関連 した①調査 ・研究、②実験、③作品製作、④産業現場 の実 習、⑤職 業資格 の取得 、 な どが

考 え られ る。

(5)資 格取得 の奨励 、技能審査の成果の単位認定

教育内容 との関連 が深 い資格等 の取得 は、生徒 の学習意欲 を高 め、主体 的 な学習態度 を育 成

す る上 で有益 であ り、進学 や就職 の際 にお いて も相応 の評価 がな されてい る。総合学科 で は、

生 徒の優 れた能力 を一層伸 ばす とと もに、将来 の職業選択を考 え る上 で有効 で ある との観 点 か

ら、教育内容 との関連 が深 い資格等の取 得を積極的 に奨励す る。 そ して、その ための援助 策 と

して、資格取得 を目指 す科 目を開設 した り、前述 の よ うな課題研究 の学習 内容 に職業資格 の取

得 を取 り入れ る ことな どを積極 的 に行 う。 また、生 徒が技 能審査 に合格 し資格等 を取得 した場

合 に は、関連す る教科 ・科 目の増加単位 と して認定 す る。 これ らの ことは、多様 な選択科 目の

設置 とと もに、生徒 の学習選択 の幅 を広 げ る意 味で、意義 は大 きいと考え る。

なお、導 入す る技能審査 の種類 とそれに対応 す る教科 ・科 目及 び認定す る単位数等 につ いて

は、文部省 が公表 して いるガイ ドライ ンや、都教育委員会 が示 す標準 例 に沿 って考 え る もの と

す る。

(6)学 校 、地 域 、他の教育機関 との連携 ・交流

ア.高 等学校 間の連携 ・交流

総合学科 では、普通科 目及び専門科 目にわ たって多様 な選択科 目の開設 が必要 とな るが、 教

員組 織及 び施設 ・設備等 の問題 か ら、教育 課程 に設置で きない教科 ・科 目が生 じる場合 もあ る。

この よ うな場合 、生徒 の選択学 習の機 会を拡大す る教育 課程上 の工夫が必要 であ る。 その一 っ

が、他 の高等学校 と授業 の相互乗 り入 れを行 う学校 間連携 であ る。平成5年 度 に制 度が改 正 さ

れて以後 、高等学校間 の単位互換 は、連携校 間の協議 のみで、すべての学校 、課程 の間 で実施
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が可能 となった。

学校 聞連携 の基 本的 な考 え方 としては、次 のよ うな ことが考え られ る。

(ア)異 な る学校 の教 職員及 び施設 ・設備 を活用 して教育課程の弾力化 と科目選択 の拡大を図る。

(イ)希 望者 に特 色あ る普通科 目及 び専門科 目を履修 させ る機会を与 え、社 会 の要請 に応 じた教

育 の推進 を図 る。

(ウ)よ り専門 的な実 験 ・実習等 による体験的な学習 により、新 たな学 習意 欲の喚起を図 る。

(エ)他 校 との連携 紅よ り、生 徒 ・教職員間の相互 理解 や自校 の特色 に対 す る認識 を深 め る。

総合学科 で特 に連 携の必要 な教科 ・科 目と して は、専門の教科 ・科 目の うち特別 の施設 ・設

備 を利用す る場合 な どが考え られ る。生徒 にとって は、①異 な る学校 で 自校 にはない科 目を 学

ぶ ことの新鮮 さ、② 実験 ・実習 など具体的 な成果を直接味わえ ることによる成就感 、③学 習 内

容 が直接 自分 の進路 に結 びっ いて いるという実感 などがあ り、学 習意欲 が一 層喚起 され るQ生

徒 が専門性 や特色 の異 な る他校 で学習す ることの意義 は大 きい。 しか し、連携 に当 た っては、

連携 校 の生徒 の実態 、学 習希望 の把握、実施教 科 ・科 目の決定 と時間割 の編成 に当 た っての教

育計 画 の調整 、評価 ・評 定を実施 す る際の調整 、生徒指導上 の問題 な ど様 々 な課題を解決 しな

ければ な らない。

イ.大 学 との連携 ・交流

多数 の大学 が集 中す る東京都 の総合学科 において は、近 隣の大学 とカ リキ ュラム上で の交 流

を図 る ことも有益 であ る。従来 か ら一部 の高等学校 で は、進路指導 の一環 と して大学を訪 問 さ

せ、大学 ではどのよ うな学 問研究 がな されてい るか、学生 は何 を学 び将来 の進 路を どのよ うに

考 えて いるか 、施設 ・設備 ・カ リキ ュラムはどの ようにな ってい るか、な どの認 識を深 め させ

てい る。一方、文部省 の 「教育上 の例外措置 に関す る調査研究協力者会議」 が平成6年3月 に

ま とめ た最終報告書 で は、数学 や物理 などの特定分野 の個性 を伸 ばすたあ、特 に能力 の伸 長 の

著 しい高校生 に対 して は大学 レベルの教育研究 に触 れ る機会 を多様 な形 で提供 す ることを 求 め

てい る。 そ して 、教育機 会の形態 ・方法 と して、①聴講生 や科 目等履修生 と して、大学 な どの

正規 の授業 に受 け入 れ る、②大学等 の教員 が学外 に出向いて個別指導 を行 う、③大学 等で 公開

講座 を開講す る、④放送大学等 で受 け入れ る、⑤民間団体 ・組織等が セ ミナーや講座 を開講 す

る、な どを示 して いる。 このよ うに、大学 との連携協力 の機運 は高 ま りっ つあ る。

総 合学 科 では、 さらに進 んで、学 問的な意欲 ・関心 を高 める学習 として、 また 自己の進路 へ

の 自覚 を深 めさせ る学習 として、大学 の教員 に定期的 にまたは長期休業等 を利 用 して、高等 学

校 での講演 や専 門性 に富ん だ講義 を依頼 し、生徒へ の啓発 に活用す る。 また、大学等 の充実 し

た専 門的 な施設 ・設備 を利用 して課題研究 を行 うことも考 え られる。 これ らの特別講 座や 大学

等 での学 習活動 は、生徒 には総合学科 で開設 されている多様な選択科 目か ら受 ける もの とは違 っ

た良 い刺激 とな るとと もに、直接的 な進路指導 と して も意義 がある。 その際、大学 との意 思 疎

通 を十分 に図 り、連携協力関係 をよ り緊密 に して い くことが重要 となる。

ウ.専 修学校 との連携 ・交流

生徒 の選択履修 の幅を拡大す る方法 と して は、専修学校 の教育機 能を活用す る ことも考 え ら

れ る。 と くに、平成6年 度 の文部省 の学校基本調査 によれば、東京都 に は454校 が集 中 し、 工

業、農業 、医療 、衛生、教育 ・社会福祉、商業実務、家政、文化 ・教 養の8分 野 に渡 って多 様
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な学科 が設置 されてい る。 このよ うな現状 を踏 まえ、'"笙徒 が各種 の資格取得 に情熱 を燃 や し、

放課後 や休業 日等 に専修学校 において学 習 した成果 は、総合学科 で設 置す る選 択科 目の一 部 の

履修 に相 当す る もの とみな し単位 を認定 す る。そのためには、単位認定 を希望 す る生徒 が提 出

した書類 等を審査す る組織 を整備 してい くことも必要 であ る。

エ.各 種 施設、民間企業 との連携 ・交流

技術革 新の激 しい今 日、専 門の教科 ・科 目の授業 は、学校 の施設 ・設備 だ けで は十分 とは い

えない。そ のよ うな場合 に は、各種 の共 同施設 との連携 ・交流 を深 め ること も必要 であ る。 そ

の中で も、都立先端技術教育 セ ンター(仮 称)は 、先端技術 を用 いた システム化 された実習 設

備 や学校 で設置 が困難 な機器等 を充実 し、都 におけ る高校 テ クノセ ンターと して の役割 を担 う

予定 であ り、学校 での実験 ・実 習の授 業を補充 す るのに適 してい る。

また、東京都 には図書館 を は じめ、博物館 、資料館 、美術館等 が豊 富 にあ り、 これ らを活 用

した体験 的 な学習 も効果 的な学習 を行 う上 で大切 であ る。

さ らに、民間企業 や医療 ・社会福祉施設 な どとの連携 、交流 を深 め ること も必要 であ る。 特

に、地域 の企業 などにおけ る見学 や実 習、医療 ・社 会福祉施設 な どにお ける実習 やボ ラ ンテ ィ

ア活動 は、系列 に設置 された専 門教科 ・科 目の授業 と して必要 であ るば か りで な く、 「産業 社

会 と人間」 におけ る自己啓発 的な体験 的な学 習 と して も有効 であ る。

オ.地 域社会 との連携 ・交流 と開かれた学校 づ くり

総 合学科 では、地域社 会 に様 々な学 習の機 会を提 供 した り、地域 の教育力を学校教育 に取 り

入 れ るなど、地域 との連携 ・交流を一 層推進 して、開かれた学校 づ くりに努 ある こと も大切 で

あ る。特 に、地域社会 への学 習機 会の提供 と して は、公開講座等 を積極的 に開設 し、地域 の生

涯学 習 セ ンター と しての機 能を果 す ことが期 待 され る。 また、地 域 の専門家 を 「産業社 会 と人

間」や選択科 目の市民講 師 と して招 いた り、講 演会 ・講 習会等 の講師や ク ラブ ・部活動 の指 導

員 と して依頼す るな ど、社 会人を講 師 と して活用す るとと もに、生徒を地域社会 での文化的、

体育 的 な諸活動 に参加 させ、その成果 を体得 させ ること も必要であ る。

2.特 別活動

特別活動 は、集 団の中で人間 と しての在 り方生 き方にっ いての 自覚や 自己を生 かす能力 を養

うた あの自主 的な学習 の機 会 と して、中心的な役割 を果 す ものであ る。 このたあ、特別 活動 を

充 実 させ活性化 させ ることは、大変意 義の あることであ る。 しか し、単位制 を とる総 合学科 で

は、学習集 団 と して一 つに固定 した ホームルームは原則 と して存在せず、特別活動 にっいて は、

組 織や活動形態 、活動 内容 などを特 に工夫す る必要 があ る。

(1)ホ ームルーム活動

総合学科 で は、生徒一 人一 人が主 体的 に学 習計 画を立 て、 自分 の時間割 に従 って学 習す る こ

とになる。 そのたあ、学 習集 団 は授 業に よって異 な り、生活集 団 と して のホームル ームは希 薄

にな りが ちであ る。そ こで、 ホームルームは原則 と して入学年次 の同 じ生徒 で少人数編成 とし、

3年 間固定 で卒業 まで持 ち上が り、集 団への帰属意 識を高め る。 ホームル・一.ムは3年 次で卒 業

式を迎 え、生活集 団 と して は解散す る。編入生、転 入生 は、在学 期間 に関す る規定 に従 って柔

軟 に対応 し、想定 され る年次の ホームルームに所属 させ る。

ホームルー ム担任 は、入学年次 に全員 に履修 させ る 「産業社 会 と人間」を担当するとともに、
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生 活指導、進路指導 を担 当 し、各分掌組織 と協力 して指導 に当たる。担任等 の学年 団 は原則 と

して持 ち上が る。

生徒へ の連絡 は、生徒 玄関等 に設 置 した電子掲示板 を活用す る。 ロングホームルー ムは、 週

1単 位時間 を設定 す るとともに、学校行事 、生徒会活動へ の参加、職場見学等 の体験学 習 な ど

を ホームルーム単位 で実施 し、帰属意識 を高 め る活動時間 を十分 に確保す る。

(2)ク ラブ活動 、部活動

クラ ブ活動 は、週1単 位時 間を設定 し、原則 として全員参加 とす る。部活動へ の参加 者 は、

それを もって クラブ活動 の履 修 に替 え ることがで きるよ うにす る。 ここでの総合学科 は全 日制

を考 えてお り、部活動 は従来通 り放課後 に実施す る。

(3)生 徒会活動

生 徒会 は、 ホー ムルーム、委員 会、部 を組織 の基本単位 とす る。委員会の委員 は各 ホームルー

ムか ら選出 し、 その任期 は1年 とす る。生徒会 の組織 は、 〔生 徒総 会 〕 一 〔中央委 員 会 〕 一

〔委員会 、部長 会、 ホームルーム〕で構成 す る。中央委員会 は、全生 徒 か ら選 挙 によ って選 出

された中央委員 に よって構成 され、各種 の学校行事 の企画 、運営等 を行 う。

(4)学 校行事

ホームルームを単位 と して参加 す る体育祭 、文化祭、合唱祭、遠足 、野外実習 やボ ラ ンテ ィ

ア活動等 を設定す る。ボ ランテ ィア活動 などの体験的 な学習 は、「産業 社 会 と人 間」 の授業 と

の関連 を考 慮す る。学校 間連携 を実施 してい る場合 には、学校間の連携 ・交流 を促進 す る行 事

等(ス ポーッ交流 な ど)を 工 夫 してい く。

3.生 徒指導

高等学校 にお いて は、生徒 が意欲 的に学校生活 を送 ると ともに、人間 としての在 り方生 き方

にっ いての 自覚 を深 め、 自己を生 かす能力 を養 うことが求 あ られて いる。 しか し、入学 当初 か

ら学校生 活 に楽 しさを見 いだせなか った り、学習 や将来 の進路、友人関係 や家庭環境 に対 して

悩 みや不安 を抱 えていた りす る生徒 もでて くる場合 もあ る。特 に総 合学科 にお いては、単 位 制

であ ることか ら一人一人 が自分 の時間割 で学習す るため に、 ホームルーム担任 は生徒 の生 活 状

況 を把握 しに くい場合 があ る。従 って、生徒指導体制の整備 に一層努 める とともに、教育 相 談

の機能 を充実 させ る。そ して 、入学 当初か らのきあ細か な適応指導 や、生徒一人一 人の長 所 を

理解 し、評 価 して励 ます指導 の徹底 を図 る。

(1)生 徒指 導体制の整備

総合学科 で は、生徒 の実態 を多面的、総合的 に把握 し、生徒 た ちが学 校生 活 に充実感 を もて

る学校 づ くりを推進す るため、生徒指導の組織を、学校 全体の生徒 指導の企画 ・立案 を行 う生

徒指導部 と、個別的 ・相談的指導 を行 う教育相談部 に分 け、協力 して指導 に当 たる。

(2)教 育相談 の充実

悩 みや不安 を抱 く生徒 などに対 して、適 時 ・適切 に指導 を行 うたあ、教育相談 室を設置 し、

複数 の専任 のカ ウ ンセラーを常駐 させ る。 また、教育相談部 では、生徒理解 に関す る教員 の意

識を啓発す る研修 を企画 した り、相談方法の工夫 に努 め る。そ して、ホームルー ム担任 や教 科

担任、家庭 や地域社 会 との連携 に努 め、教育相談 の組織 の充実 を図 る。
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4.進 路指導

将 来 の職業選択 を視野 に入れ た自己の進路へ の自覚を深 め させ る学 習を重視 し、進路 指導 の

一 層の充実 を図 る必要が ある
。 このため、動機付 け となる 「産業社 会 と人間」 を通 して、進 路

ガ イダ ンスを充 実す るとと もに、中核 となるホームルーム活動 と連携 して組織的 、計 画的 な指

導 を行 う。進路学 習を進 めるに当た って は、進路 に関す る情報 を提供 す るだけでな く、 自己 啓

発的 な体験 的な学習や討論 などを重視す る。

(1)授 業 を通 した進路 ガイダ ンス

入学年次 に ホームルーム活動 に加 えて、進路 ガイ ダ ンスを科 目と して の授業 と して行 う。 こ

の ため、原則 と してす べての生 徒 に、「産業社会 と人間」 を履修 させ る。 この科 目 は、 す べ て

の科 目のオ リエ ンテー シ ョン的 な性格 を もち、 自己の学習計 画や科 目選択 にかかわ るガイ ダ ン

ス、進路 ガイダ ンスなどの内容 を もっ。 この科 目の学 習を通 して、総合学科 で学 ぶ 目的 や 自 己

の進路 への 自覚 を深 め させ る。

(2)進 路適 性の理解 を深 める活動

生徒 に適切 な進路 の選択 ・決 定を させ るたあ には、教員の生徒理解及 び生 徒 の自己理解 を深

め るこ とが大切 であ る。その ためには、生徒 の個人資料 や日常 の観察 、個 人相談 や三者面 談 な

どに よ り生徒 の進 路適性等 を的確 に把握す る必要が ある。 また、適性検 査や校内模試 を実 施 す

るとと もに、資格取得 の講 座を開設 した り、相談窓 口などを設 けて資格取 得を奨励 して い く。

(3)進 路指導 のイ ンテ リジ ェン ト化

進学 案内 や就職 案内 など進路 に関す る資料 や情報 を収集 、整理 ・精選 して生徒 に適 切 に提 供

し、 自己の進路 の選択 ・決定 に活用す る。 その際 、卒業生 の進学情報 や就職情報 な ど各種 の進

路 情報 をデ ータベース化 し、生徒 が コンピュー タ端末 を 自ら操 作 して閲覧で きるように した り、

生 徒 の個人情報を デー タベース化 して単位取得状況 や成績 を閲覧で きるよ うにす るなど、進 路

指 導 のイ ンテ リジェ ン ト化 を進 める。また、ハ ー トシステ ム(NTTの キ ャプ テ ン通信網 を通

じて 、大学 入試 セ ンターが収集 した大学情報 を閲覧 す るもの)な ど外部 の進路情 報 の閲覧 も可

能 に して い く。

なお、その際、個人 のプ ライバ シーの保護 にっいて は、十 分配 慮す る ことが大切で あ る。

(4)啓 発的体験を深 める活動

生徒 の体験 や経験 を通 して、 自己の能力 ・適 性等 を認識 させ、 その過程 で望 ま しい勤労 観 や

職業観 の形 成を図 る。 そのため、 ボ ラ ンテ ィア活動 や職場 見学 ・現場実習等 の体験的 な学 習 を

「産 業社会 と人 間」 や専 門教科 ・科 目の授業 の一環 として、 また は学 校 行事 と して実施 す る。

実施 に当 たって は、民 間企業 や社 会福祉施設 、公的機 関 との提携 ・協力 を積 極的 に進 め る。

(5)進 路先への適応指導

生徒 が卒 業後 の就職先 や進学先 にお いて、よ りよ く適応 し、望 ま しい 自己実現を図 るこ とが

で きるよ う卒業生 に対す る追跡調査 を実施 す る。 また、先輩 の体験談 を聞 く会等 を企画 し、 職

場 や上 級学 校 の実際 にっ いての理解 を深 め させ、卒業後 の生 活 にっ いて の心構 え を もたせ る。
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V学 校経営上の課題

1.教 育課程の編成 ・実施上 の課題

(1)進 路ガイ ダ ンスの充実

生徒 が 自己の興味 。関心 に基 づ いて履修科 目を主体的 に選択 す るため、進路実現 のため の ガ

イ ダ ンスを充実す る必要 があ る。特 に、総合学科 では、複数 の系列 が設定 されて いるので、 自

己の進路希 望等 に基づ き、計 画的 ・系統 的な学 習が進 め られ るよ う、指導 の充実を図 る必 要 が

あ る。 また、生徒 の中に は空 き時間が出て くることもあ り、その活 用にっ いて も配慮す る こと

が求 め られ る。

(2)特 別活動の充実

学習集 団が科 目 ごとに異 な り、ホームルー ムごとの活動 が減少 し、ホ ームルーム活動 が不活

発 にな りやす く、帰属意識 が希 薄にな りがちであ る。 そ こで、ホームル ーム単 位での体験 的 な

学習 や学校 行事 におけ る活動 をよ り積極 的に取 り入 れ る工夫等十分 な配慮 が必要で ある。

(3)転 ・編入学 の促進

他校 か ら転 入学 して くる生徒 の入学前 に在籍 していた学校 での修得 した単位 は、柔軟 に認 定

す ることが必要 である。 また、い ったん入学 した高等学校 にな じめな い生 徒や中途退学 したの

ち、再度高等 学校 に就学 したい生徒 などの受入 れを進 め る必要 があ る。

〈4)設 置教 科 ・科 目の多様化の推進

生徒 の特性 、進路希望等 に応 じて適切 な教育 を行 うため、生徒 が 自由に選択 履修す ることが

で きるよ う、多様 な選択科 目を設 け る必要 があ る。

(5)指 導体 制の充実

多様 な生徒 の個性 に応 じるため、習熟度 に応 じた授業 や ティーム ティーチ ングによる授業 、

少人数 によ る授 業 など多様 な学習指導形態 が必要 であ る。このた めに は、十 分 な教 員 を確 保 し

て指導体制 を充実す る ことが大切 であ る。また、コンピュー タ室 を十分 に活 用す るた め、 常勤

す るSE(シ ステムェンジニア)を置 いた り、実験 。実習 を充実す るため に、助 手を 確保 す るほか 、非

常勤 の市民講 師の導入及 び専任 のカ ウンセ ラーの配置 など十分 な教職 員数を整え る必要がある。

(6)教 員研 修の充実

原則履 修科 目の 「産業社会 と人 間」、「情報 に関す る基礎 的科 目」、「課題 研究」 は新 しい科 目

であ り、総合 学科 の目的を達成す るには特 に重要 な科 目であ る。また、 「その他 の科 目」 にっ

いて も生徒 の興味 ・関心、意欲 を引 き出す のに大切で あ る。そのたあ、 これ らの指導法 や評 価

の在 り方等 の研究開発 が必要 であ り、そのための教員 の研修 にっいて、なお一層 充実す る必要

があ る。

2.施 設 ・設 備の課題

(1)選 択履 修科 目が多 くなるので、間仕切等 の機能 を もった施設 が複数必要 であ り、また、

パ ソコン室 も複数設置 し、間仕切 による少人数授業を も可能 にす るとともに、生 徒へ の開放 が

行 え るよ うな管理方法を検討す る。

(2)大 型 の コ ンビ=一 タを設置 し、校内 をネ ッ トワーク化す る必要 があ る。生徒 はICカ ー ド

で個人情報 をいつで も検索で きるよ うにす る。 また、教師 は、各系列 の 「情報 に関す る基礎 的
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科 目」 の授業 に、 この コ ンピュータを活用す るとともた、 この科 目に対応 したソ フ トウェア の

充 実を図 る必要 があ る。 また、学校生活上の生徒への諸連絡 は放送 を使 わず に電子掲示板 等 を

用 いて行 う。 さ らに、視聴 覚教 室 など特別教 室で は、生徒 がいつで もこれ らの機器等 を個 人 利

用 で きるよ うにす る。 このよ うに学校 の イ ンテ リジェン ト化 を積極 的に推進 す る必要 があ る。

(3)従 来 の施設 に加 えて食堂(カ フェテ リア)、 講堂、第二 体育館 、室 内 プ ー ル、 ミー テ ィ

ング室 を設置す るばか りでな く、各 系列 ごとに実験 ・実習 に必要 な施設 ・設 備の充実 と学 校 図

書館 の一層 の充実 を図 る必要 があ る。 また、複数 の学 習集団 が合 同で使用 で きるよ うな多 目的

ホールを複数設 け ることが必要 であ る。

3.校 務運営組織 の課題

(1)既 存 の部以外 に、生徒 の個別 的 ・相談 的な指導 を行 う 「教育相談部」 を設 け、教育 相談

の充実 を図 るため、専任 のカ ウンセ ラーを常駐 させ た教育相談室 を複数設置 す る必要が あ る。

(2)出 席状況や成績 など個人情報 の管理、処理 を行 う 「情報処理部」 を設 け る必要が あ る。

(3)高 等学 校が中学校 の生徒及 び保護者 か ら選択 され る時代 を迎 え、 中学生 や保 護者、地 域

の人 々への広報活動 はさ らに重要 とな るので、「広報部 」の設 置が必要 であ る。 具 体 的 に は、

学校案 内の作成、学校紹介 ビデオの作成 、中学生 への一 日体験入学 の企画立 案、中学校訪 問 の

実施計 画、学校見学 の案 内等 を行 う。

(4)原 則履修科 目や 「その他 の科 目」 の指導 の充実 を図 るためには、教材開発 を行 う 「教 材

開発委員 会」を設 置す る必要が ある。

(5)学 校運 営 にお いて は、常 に計画 ・実践 ・評価 とい うサイクルを繰 り返 す ことが大切 で あ

る。 このため 「学校評価委員会」 を設置 して、学校運営の在 り方 を組織的、継続 的 に検討 し、

学校評価 を行 い、学校改善 を図 る ことが極 あて重要 である。

4.入 学者選抜 方法の課題

多様 な特性 や進路 希望等を もった生徒が志望 して くるため、推薦入学を は じめ と した従来 の

選 抜方法 を一層 、多様化す るとと もに、 自己推薦書 に基 づ く選考 や生徒が事前 に申告 した選 抜

方法 によ る選考(ア ラカル ト方式)な どを行 ったり、選抜 尺度の多元化を図 る必要 があ る。

5.進 路指導 の課題

生徒 が 自己の進 路 ・職業 などを考 え、将来 に向か って 自己実現を図 るよ うにす るため、進 路

指導 の充実 が必要で ある。 その際、学校 として、 この総 合学 科の高等学校が社会 で正 しく理 解

され るよ うに働 きか けをす る ことが大切 である。特 に、大学 等の上級学校への進学 に際 して は、

総 合学科 におけ る学 習内容 が積極 的 に評価 され ように理解 を求 めて い くことが必要 であ る。 ま

た、企業 に対 して は、総 合学科 の生徒が身 に付 けた職 業に関 す る基礎知識 や技術 が正 しく評 価

され るよ うに、継続 的 に働 きか け、就職先を常 に開拓 す る必要 があ る。

7.開 かれた学校 と しての課 題

(1)学 校施設や教育機能 の開放

学校 の施設 及 び教 育機能 に地域 の生涯学習 セ ンターと しての機 能を もたせ、公開講座 の開 設

及 び体育館 や校庭 、図書館等 の開放 、一部 の科 目履修生 の実施 な ど学校施 設や学校 の教育 機 能

を地 域社会 に開放 して い くことが必要であ る。
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(2)地 域 の施設 や人材 の活 用

東京 とい う地域性 を生 か して、博物館 、美術館、資料館、図書館 などを活用 す るとと もに

地 域 に住 む専門家 を市民講 師 と して招 き、講演会 の開催や選択講座の開設 に役立 て る必要 が

あ る。

(3)他 の高等学校 、専修学校 や大学 との連携 ・交流

開設が困難 な教科 ・科 目を生 徒が選択 で きるよ う、学校間連携や専修学校及 び大学 との連

携 ・交流 につ いて積極 的 に検討 し推進 す ることが必要 である。

(4)企 業 や社会福 祉施設等 との連携 ・協力

地域 の企業及 び社 会福祉施設等 の見学 や実習 を授業計画 に組 み込 み、 ボ ランテ ィア活動 や

現場実習 など体験 的な学 習を取 り入 れ ることが必要 である。

(5)「 開 かれた学 校」 とい うの は、単 に施設 等を開放 す るだ けで な く、 社 会 の要望 や 評価 に

応え、耳 を傾 け ることが必要 であ る。

VIま とめ

今年 度 よ り新学習指導要領 が学年進行 で実施 され、新 しい教育課程の編成 の もとで様 々 な実

践 が行 われて いる。今 日、中学校卒業者 の大幅 な減少 と多様 な特性、進路希望等 を もった生 徒

の入学 にと もない、高等学校 では、多様 で弾力的 な教育課程 を編成 し、特色 あ る学校 づ くりを

推進 す ることが大 きな課題 とな って いる。 そ こで、本部会 では、東京都 におけ る総合学 科高 等

学校 の研究 を行 うことに した。首都東京 の地域性 を生か した系列 の在 り方 を研究 し、A、B2

っの タイプの総合学科高等学校 を考 えた。そ して、 それぞれ の タイプの総合学科高等学 校 にっ

いての教 育課程 の編成 や学校運営組織等 につ いて研究 ・協議 を重ね た。 また、原則履修科 目 で

あ る 「産業社会 と人 間」 の指導計画 、学校間連携等 の各種制度 の導入、学校 の施設 ・設 備 の イ

ンテ リジェ ン ト化、校務運営組織 な どにつ いて研究 ・協議 を深 あ、平成8年 度開設予定 の 「都

立晴海地 区総合学科高等学校」(仮 称)に 次 ぐ、東京都 におけ る第 二 、第 三 の総合 学 科高 等 学

校 の在 り方を研究 した。

本研究 は、高校教育 を充実 ・活性化 させて い くとい う東京都の課題 に対 して一っ の方 向 を示

す ものであ り、総 合学科 の理念や 「その他の科 目」の設 置、各種制度 の導入 などは既存 の学校

で も十分生 か され る もので あると確信 して いる。

今後 、 この研 究報告書が各学校 の教育経 営の資料 と して役立 て られ ることを研究員一 同、心

よ り願 うものであ る。
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